




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































和光大学表現学部紀要　20 号・2020 年 3 月
【句意】
等躬宅では実際に養蚕をしていたと思われ、挨拶性の強い挙句で
ある。「蚕の棚があって蚕を飼っている建物には、祝い物の小袖が重
なっている。」
【考】
曽良の俳諧書留にはこの歌仙の前に曽良の発句「蚕する姿に残る
古代かな」を記している。須賀川には養蚕に関して独特の伝統的風
俗があったと想像される。曽良は須賀川到着後この歌仙の始まると
きに「蚕する」句を披露していたが、発句には芭蕉「風流の」句が
用いられたことから、自句を挙句に応用したのであろう。さらに、
曽良の発句は、『おくのほそ道』では尾花沢の条に「蚕飼する人は古
代のすがたかな」の句形で置かれもした。それは後年の芭蕉の作為
である。
【附記】
本稿（上）では7の芭蕉句「賤の女が上総念佛に茶を汲て」の
「上総念佛」を解釈しあぐねたが、その後、謡曲「遊行柳」の冒頭
でワキの遊行僧が「此程は上総国に候しが、是より奥へと心ざし
候」と述べていることに気付いた。芭蕉はおそらく「遊行柳」のワ
キ僧を念頭に置いて、「賤の女」に「摂待」される「上総念佛」を詠
んだものであろう。
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[30]「風流の」歌仙注釈（下）
